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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
本
連
盟
の
諸
活
動
に
大
変
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 

口
か
ら
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
が
浸
透

　

最
近
、
歯
科
の
重
要
性
が
議
員
を
は
じ
め
国
民
の
間
で

改
め
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
事
あ
る
ご
と
に
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
に
歯
科
健
診
な
ど
歯
と
口
腔
の
健
康
の
大
切
さ

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
歯
科
医
療
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
最

期
ま
で
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
が
国
民
の
間
に
浸

透
し
て
き
ま
し
た
。
国
民
歯
科
医
療
費
も
２
兆
９
千
億
円

の
大
台
に
の
り
、
微
増
で
は
あ
り
ま
す
が
毎
年
増
加
傾
向

な
の
は
そ
の
証
左
と
言
え
ま
す
。
そ
し
て
、
国
民
の
歯
と

口
腔
の
健
康
に
貢
献
で
き
る
の
は
、歯
科
医
師
で
あ
る
我
々

会
員
で
す
。

■ 

診
療
環
境
の
整
備
・
構
築
が
第
一

　

本
連
盟
の
会
員
は
日
本
の
歯
科
医
師
を
代
表
す
る
歯
科

医
師
会
の
会
員
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
民
の
健
康
と
生
活

を
守
る
歯
科
医
療
の
専
門
家
で
す
。
そ
の
会
員
が
安
心
し

て
多
く
の
人
を
診
療
し
、
質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る

環
境
や
体
制
を
整
備
、
構
築
す
る
の
が
、
連
盟
の
基
本
的

な
役
割
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

で
は
連
盟
は
会
員
の
た
め
に
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
国
民
の
代
表
者
で
あ
り
、
立
法
府
を

動
か
す
国
会
議
員
と
の
人
間
関
係
の
構
築
す
な
わ
ち
議
員

と
の
間
に
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
つ
く
り
、
歯
科
医
療

が
国
民
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
い
う

エ
ビ
デ
ン
ス
を
携
え
て
、
質
の
高
い
歯
科
医
療
の
普
及
の

必
要
性
を
訴
え
て
い
く
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

■ 

勉
強
会
な
ど
ロ
ビ
ー
活
動
を
積
極
展
開

　

私
ど
も
執
行
部
は
事
あ
る
ご
と
に
議
員
を
訪
ね
る
と
と

も
に
、
歯
科
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る
議
員
と
の
間
で
複

数
の
勉
強
会
を
立
ち
上
げ
、
歯
科
へ
の
理
解
を
よ
り
一
層

深
め
て
も
ら
う
た
め
の
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

執
行
部
と
し
て
は
、
引
き
続
き
政
権
与
党
を
支
え
、
政

権
中
枢
と
の
信
頼
関
係
を
維
持
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
長
年
の
懸
案
だ
っ
た
所
謂
40
円
ル
ー
ル
の
撤
廃
も

こ
う
し
た
地
道
な
政
治
活
動
の
賜
物
と
言
え
ま
す
。

■ 

参
院
比
例
選
の
ス
タ
ン
ス

　

昨
年
３
月
の
第
１
３
３
回
評
議
員
会
に
お
い
て
、
本
連

盟
自
体
が
裁
判
の
係
争
中
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
組
織

代
表
候
補
の
擁
立
の
見
送
り
を
決
め
ま
し
た
。
６
年
前
の

参
院
比
例
選
で
組
織
代
表
候
補
が
獲
得
し
た
票
の
切
り
崩

し
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
本
当
に
そ
う
な
っ
た
場
合
、
今

後
の
歯
科
界
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
と
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
本
連
盟
と
し
て
は
、
今
後
の
歯
科

界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
候
補
者
を
側
面
支
援
と
い
う
形
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
昨
年
11
月
の
第

１
３
５
回
臨
時
評
議
員
会
で
の
決
定
を
受
け
て
、
現
在
、

執
行
部
内
で
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

政
治
資
金
規
正
法
は
も
と
よ
り
公
職
選
挙
法
の
枠
組
み

か
ら
も
逸
脱
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
会
員
の
皆
様
は
じ

め
内
外
か
ら
支
持
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
形
で
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

国
民
皆
保
険
制
度
の
堅
持

　

昨
年
６
月
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
答
申
を
経
て
骨
太
の

方
針
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
は
従
来
の
生
涯

を
通
じ
た
歯
科
健
診
の
充
実
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
一
方

で
、初
め
て
国
民
皆
保
険
制
度
の
維
持
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
や
42
兆
１
３
８
１
億
円
（
平
成
28
年
度
）
も
の
国
民

医
療
費
は
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
突
入
す
る

２
０
２
５
年
に
向
け
て
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
健
康
寿
命
の

延
伸
に
向
け
て
歯
科
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
重
要
で
す
。

　

歯
周
病
と
糖
尿
病
と
の
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
、
歯
数
と
認
知

症
の
関
連
性
、
口
腔
機
能
管
理
が
在
院
日
数
に
及
ぼ
す
影
響

な
ど
歯
科
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ

ん
。
結
果
的
に
歯
科
が
医
療
費
の
削
減
に
大
き
く
寄
与
で
き

る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
今
後
も
強
く
外
部
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
言
え
ま
す
。

■ 

歯
科
医
師
の
厚
労
審
議
官
誕
生
に
大
き
な
一
歩

　

歯
科
界
の
悲
願
で
も
あ
る
歯
科
医
師
の
厚
生
労
働
審
議

官
の
誕
生
に
大
き
く
係
る
歯
科
口
腔
保
健
推
進
室
も
、
各

部
署
か
ら
の
寄
せ
集
め
状
態
で
あ
っ
た
訓
令
室
か
ら
、
専

任
の
室
長
が
配
置
さ
れ
る
省
令
室
へ
の
格
上
げ
が
昨
年
７

月
末
に
実
現
し
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
多
く
の
歯
科
系
国
会
議
員
に

よ
る
尽
力
の
賜
物
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

■ 

国
民
定
期
皆
健
診
制
度
の
実
現
に
向
け
て

　

歯
科
疾
病
に
は
基
本
的
に
自
然
治
癒
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
初
期
治
療
や
重
症
化
予
防
な
ど
「
早
期
発
見
、

早
期
治
療
」
が
大
き
な
鍵
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、
国
民
全
員
が
年
に
１
回
は

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
「
国
民
定
期
皆
健
診
制
度
（
仮
称
）」

の
実
現
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
付
け
れ
ば
、
国
民
の
歯

と
口
腔
の
健
康
意
識
の
向
上
も
さ
ら
に
図
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

■ 

議
員
立
法
を
見
据
え
た
実
効
性
の
高
い
連
携

　

本
連
盟
は
こ
れ
ま
で
組
織
代
表
議
員
を
誕
生
さ
せ
る
と

と
も
に
、
歯
科
医
師
の
議
員
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
が
、

他
に
も
歯
科
に
造
詣
の
深
い
議
員
が
増
え
て
い
ま
す
。
歯

科
に
直
接
関
係
の
な
い
議
員
か
ら
「
歯
科
医
療
の
充
実
が

国
民
の
健
康
に
つ
な
が
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
寄
与
で

き
る
」
こ
と
を
財
政
効
果
も
示
し
な
が
ら
、
エ
ビ
デ
ン
ス

を
持
っ
て
発
言
あ
る
い
は
主
張
し
た
ほ
う
が
よ
り
説
得
力

が
高
ま
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
こ
の
た
め
歯
科
医
療
の

発
展
・
充
実
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
る
議
員
を
増
や
し
な

が
ら
、
与
党
の
歯
科
医
師
国
会
議
員
と
連
携
し
て
勉
強
会

な
ど
を
立
ち
上
げ
、
情
報
の
交
換
や
共
有
を
図
り
、
良
質

な
歯
科
医
療
の
普
及
へ
の
理
解
や
造
詣
を
さ
ら
に
深
め
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
山
積
す
る
歯
科
界
の
課
題
解
決
に
は
、
議
員

立
法
な
ど
に
よ
る
歯
科
医
療
政
策
の
実
現
も
視
野
に
入
れ

た
実
効
性
の
高
い
議
員
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

化
、
構
築
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

■ 

歯
科
界
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に

　

我
が
国
は
世
界
で
も
類
を
見
な
い
速
度
で
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
人
口
構
成
が
逆
釣
鐘
型
に
な
り
働
き
手
で

あ
る
若
者
の
人
口
が
急
速
に
減
少
し
て
い
る
中
で
、
国
の

社
会
保
障
費
、
特
に
医
療
費
の
削
減
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
今
後
は
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
駆
使
し
て
、
歯
科
医
療
が
健
康
寿
命
の
延
伸
に
欠
か

せ
な
い
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
医
療
費
の
削

減
効
果
を
エ
ビ
デ
ン
ス
を
携
え
て
国
民
や
議
員
に
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
、
歯
科
界
の
明
る
い
未
来

を
切
り
拓
く
た
め
の
一
つ
の
方
向
性
と
強
く
意
識
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
盟
活
動
に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
が
、
歯
科
界
に
と
っ
て
希
望
多
き
年
で
あ
る
こ
と

を
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
31
年
１
月
１
日　

新
年
の
ご
挨
拶

未
来
と
希
望
を
拓
く
年
に

日
本
歯
科
医
師
連
盟
　
会 

長　

高 

橋　

英 

登
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上旬に延期いたしますので、ご了承ください。

日本歯科医師連盟会長及び監事の選出について

平成 31 年 1 月 15 日

評　議　員　各位
被選挙権者

東京都千代田区九段北四丁目 1 番 20 号
日 本 歯 科 医 師 連 盟  　
会　長　　高　橋　英　登

     　2019 年 6 月 30 日をもって、本連盟役員の任期が満了になりま
　 すので、会長及び監事の選出を下記により執り行います。

１．選出の期日
　　　平成 31 年 3 月 29 日（金） 第 136 回評議員会
２．選出の場所
　　　東京都千代田区九段北四丁目 1 番 20 号
　　　歯科医師会館　大会議室
３．届出に必要な書類
　　　提出する届出書は、日本歯科医師連盟会長及び監事選出規則 
　　第 6 条に規定する書類を必要とします。
４．候補者の届出期間
　　〇届出期間：自　平成 31 年 2 月 25 日（月）
　　　　　　　　至　平成 31 年 3 月  1 日（金）
　　〇届出時間：午前 9 時 30 分から午後 6 時までの間です。
　　　　　　　　なお、郵便による届出についても同様となります。

政治活動支援特別助成 
ご　案　内

「歯科界に対する理解が深まっている今がチャンス !！」

　国民の健康を支える歯科医療の重要性に注目が集まる今、
地方における様々な活動を通じて一層の理解と普及を促す 
べく、都道府県歯科医師連盟に対し特別助成を行います。

　

昨
年
10
月
22
日
に
逝
去
さ
れ
た
本
連
盟
理
事
の
中
島
良
昭
（
な

か
じ
ま
・
よ
し
あ
き
）
氏
（
東
京
地
区
選
出
）
の
後
任
と
し
て
、

同
年
11
月
19
日
付
で
東
京
都
歯
科
医
師
連
盟
よ
り
、
同
連
盟
現
会

長
の
大
越
壽
和
（
お
お
こ
し
・
と
し
か
ず
）
氏
の
推
薦
が
あ
り
、

本
連
盟
は
こ
れ
を
受
理
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
年
11
月
30
日
の
本
連
盟
第
18
回
理
事
会
に
お
い
て

同
氏
の
理
事
就
任
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
承
認

さ
れ
た
。

　

な
お
、
大

越
新
理
事
は

会
員
対
策
を

担
当
、
任
期

は
平
成
30
年

11
月
30
日
か

ら
２
０
１
９

年
６
月
30
日

ま
で
と
な
る
。

理事に就任した大越壽和氏

新
理
事
に
大
越
氏
が
就
任
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歯科医師・歯科衛生士のための
超音波デブライドメント

超音波デブライドメントを初めて学ぶ人から、
いま臨床で実践している歯科医師・歯科衛生士まで。
この１冊で、必要なすべてを網羅！

〒 161-8558　東京都新宿区下落合 2-6-22 TEL：03-3952-5141 FAX：03-5982-7751
http://www.issei-pub.co.jp お求めは書店、各材料店または直接弊社（送料実費）まで

一世出版

歯科医師・歯科衛生士のための超音波デブライドメント
First step セミナー

～超音波スケーラーを知ろう！基礎知識から実践まで～

臨床家と教育現場のプロである著者らの指導で、明日からの臨床に即、
役立つ「気づき」を手にすることができます。是非ご参加ください！

日　程：2019年２月 17日（日）10：00～ 16：00
　　　　2019年７月 ７日（日）10：00～ 16：00
会　場：太陽歯科衛生士専門学校
参加費：30,000円（消費税込、昼食・書籍付）
対　象：歯科医師、歯科衛生士（定員・各 32名）
共　催：太陽歯科衛生士専門学校・白水貿易株式会社
後　援：一世出版株式会社
セミナーの詳細についてのお問い合わせ・お申し込みは
白水貿易株式会社 関東研修サービスセンター
TEL.048-884-3951　FAX.048-884-3950まで

　

平
成
30
年
11
月
８
日
（
木
）、
歯
科
医
師

会
館
に
て
第
１
３
５
回
臨
時
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
で
は
、
協
議
事
項
の
時
局
対
策
の

場
に
お
い
て
、
議
場
の
評
議
員
よ
り
動
議

が
あ
り
、
第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
自

民
党
よ
り
比
例
代
表
候
補
者
の
公
認
を
受

け
た
本
連
盟
会
員
の
高
橋
進
吾
（
た
か
は

し
・
し
ん
ご
）
氏
（
現
兵
庫
県
議
会
議
員
）

を
支
援
す
る
旨
が
可
決
さ
れ
た
。

　

第
25
回
参
議
院
議
員
選

挙
の
比
例
代
表
選
挙
で
自

民
党
の
公
認
候
補
と
し
て

出
馬
す
る
予
定
で
あ
っ
た

高
橋
進
吾
氏
が
自
身
の
健

康
上
の
理
由
に
よ
り
、
本

年
１
月
８
日
付
で
出
馬
を

辞
退
す
る
意
向
を
固
め
た

旨
、
同
氏
の
事
務
所
よ
り

本
連
盟
宛
て
文
書
で
報
告

が
あ
り
、
翌
９
日
に
開
か

れ
た
自
民
党
の
選
対
会
議

に
お
い
て
公
認
候
補
の
取

り
下
げ
が
了
承
さ
れ
た
。

第
１
３
５
回

臨
時
評
議
員
会

　

平
成
30
年
12
月
18
日
（
火
）、

午
後
２
時
よ
り
歯
科
医
師
会
館

に
て
日
歯
連
盟
各
種
委
員
会
合

同
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
昨
年
４
月
に
発
足
し
た
選

挙
対
応
、
会
員
対
策
、
基
本
問

題
検
討
、
総
務
・
情
報
の
４
つ

の
委
員
会
の
ほ
か
、
広
報
委
員

会
を
加
え
た
５
つ
の
委
員
会
委

員
が
一
堂
に
会
し
て
意
見
交
換

を
行
う
会
合
で
、
昨
年
４
月
１

　

平
成
30
年
12
月
20
日
（
木
）、

午
後
３
時
よ
り
Ａ
Ｐ
貸
し
会
議

室
市
ヶ
谷
に
て
記
者
懇
談
会
を

開
催
し
た
。
同
会
合
は
一
昨
年

４
月
以
来
三
度
目
の
開
催
で
、

今
回
は
14
社
よ
り
17
名
（
個
人

含
む
）
の
出
席
が
あ
っ
た
。

　

高
橋
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶

で
、「
昨
今
、
各
メ
デ
ィ
ア
で

は
我
々
歯
科
界
に
対
す
る
理

解
あ
る
情
報
を
発
信
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
た

い
。
今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
懇

談
の
場
を
積
極
的
に
設
け
て
メ

デ
ィ
ア
と
歯
科
界
の
距
離
を
近

づ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
の

で
、
我
々
と
し
て
も
で
き
る
限

り
多
く
の
情
報
を
提
供
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
本
連
盟
会
員
で
静

岡
県
開
業
の
米
山
武
義
氏
よ

り
「
在
宅
歯
科
医
療
か
ら
み
た
、

我
が
国
の
高
齢
者
医
療
の
課
題

と
提
言
」
と
題
し
て
お
よ
そ
50

分
間
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
わ
が
国
の
超
高

齢
社
会
に
お
け
る
歯
科
医
療
現

場
の
最
前
線
を
説
き
、
出
席
者

か
ら
は
講
演
後
に
質
疑
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。
引
き
続
き
、
本

連
盟
役
員
が
加
わ
っ
て
40
分
程

度
の
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

【
出
席
者
】

朝
日
新
聞
社
、
産
経
新
聞
社
、

毎
日
新
聞
社
、
読
売
新
聞
社
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
テ
レ
ビ
朝
日
、
Ｂ

Ｓ—
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
共
同
通
信
社
、

フ
リ
ー
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
（
順
不
同
）、
歯
科
記
者

会
加
盟
社
よ
り
６
社 

日
に
第
１
回
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
昨
年
４
月
に
開
催

さ
れ
た
同
会
議
で
高
橋
会
長
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
委
員
長

宛
て
に
出
さ
れ
た
諮
問
内
容
に

基
づ
き
、
広
報
委
員
会
を
除
く

４
つ
の
委
員
会
よ
り
審
議
結
果

を
踏
ま
え
た
答
申
が
出
さ
れ
、

各
委
員
会
委
員
長
よ
り
そ
の
内

容
が
発
表
さ
れ
た
。

　

選
挙
対
応
委
員
会
は
、

本
連
盟
が
行
う
参
議
院
議

員
比
例
代
表
選
挙
へ
の
組

織
代
表
候
補
者
擁
立
の
あ

り
方
や
中
央
後
援
会
の
あ

り
方
、
衆
参
両
選
挙
を
は

じ
め
と
し
た
各
種
国
政
・

地
方
選
挙
実
施
時
に
お
け

る
本
連
盟
の
対
応
方
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守
し

つ
つ
歯
科
系
他
団
体
等
の

協
力
も
得
な
が
ら
活
動
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
し
た
。

　

会
員
対
策
委
員
会
は
、
日
歯

会
員
数
に
対
す
る
本
連
盟
会
員

の
組
織
率
を
８
割
ま
で
に
戻
す

こ
と
を
最
大
の
目
的
と
し
て
、

各
都
道
府
県
歯
連
盟
の
会
員
対

策
担
当
者
の
調
査
、
入
会
促
進

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
各
県
歯

連
盟
へ
の
会
員
対
策
の
現
況
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
今
後
も
実
行
部
隊
と
し

て
会
員
増
強
対
策
に
係
る
活
動

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

基
本
問
題
検
討
委
員
会
は
、

各
種
選
挙
へ
の
対
応
の
あ
り
方

の
ほ
か
、
本
連
盟
内
部
の
組
織

改
革
推
進
の
一
端
と
し
て
、
年

会
費
や
終
身
会
員
制
度
の
あ
り

方
、
本
連
盟
褒
賞
制
度
の
見
直

し
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
進

言
が
な
さ
れ
た
。

　

総
務
・
情
報
委
員
会
は
、
わ

が
国
を
は
じ
め
と
し
た
世
界
の

主
要
国
（
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
、
台
湾
）

の
社
会
保
障
制
度
の
現
状
調
査

と
し
て
、
歯
科
の
主
要
治
療
項

目
の
比
較
・
検
討
を
行
い
、
今

後
政
権
与
党
へ
の
働
き
か
け
の

際
に
活
用
で
き
る
資
料
を
作
成

し
た
。　

そ
れ
ぞ
れ
の
答
申
内

容
が
発
表
さ
れ
た
後
、
答
申
書

の
内
容
に
つ
い
て
委
員
会
間
に

お
い
て
意
見
交
換
等
が
行
わ
れ

た
。

　

な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会

委
員
の
顔
ぶ
れ
に
つ
い
て
は
、

本
紙
第
１
３
８
号
（
平
成
30
年

５
月
15
日
付
）
を
参
照
。

講演を行った米山武義氏

懇談する出席者ら

記者懇談会を
開　催

各委員会委員が再集結し答申書等について協議

各
委
員
会
よ
り
答
申
が
出
さ
れ
る

～
日
歯
連
盟
各
種
委
員
会
合
同
会
議
～

推
薦
決
定
の
高
橋
氏

自
民
公
認
候
補
を
辞
退


